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mを 2015以下の正の整数とする. 2015Cm が偶数となる最小の mを求めよ.
【3月9日（金）17:00締切】

前前号の Questの解答です.
Vol.19の Quest� �
使える色が6色用意されている. 立方体の各面を, 同じ色
が隣り合わないように塗り分けるとき,塗り方は何通りあ
るか.ただし,立方体を回転させて一致する塗り方は同じ
塗り方とみなす. また, 6色のうち使用しない色があって
も良い.� �
前前号の6色全部を使った

::::::
30通りも, 今回の問題の条件を満

たしているので,正解の一部. 次に使わない色があった場合の
塗り分け方を考える.
(i)使う色が5色の場合
使う5色のうち1色だけ2面を塗る. 同
じ色の面は向かい合わせの 2面にし
か塗れないので, その2面を上下に置
くとすると, 残りの4色による側面の
塗り方は数珠（じゅず）順列となる.
以上より塗り分けの方法は

6C1 × 5C4 ×
(4 − 1)!

2
= 6 × 5 × 3 · 2 · 1

2
= 90（通り）

:::::::::

2面塗る1色を選ぶ

側面を塗る4色を選ぶ

側面4色の数珠順列

(ii)使う色が4色の場合
この場合, 2色で2面ずつ塗ることにな
る. 残り2色で向かい合わせに塗る方
法は, 1通りしかない.よって塗り分け
の方法は

6C2 × 4C2 = 15 × 6 = 90（通り）
:::::::::

2面塗る色を選ぶ

残り2色を選ぶ

(iii)使う色が3色の場合
このときは3色で2面ずつ塗るので, 使う3色を選べば塗り方
は1通りしかない.よってこのときの塗り分けの方法は

6C3 = 20｛通り｝
:::::::::

以上 (i)～ (iii)および前前号の結果を合わせて,求める塗り
分け方の方法は

30 + 90 + 90 + 20 = 130（通り）

“数珠順列”とか良くわからない人は,参考書とか調べてみ
て下さい.あと, Questを解いてみた人は是非出してみて下さ
い.よろしくお願いします.
今回の Quest は入試問題からの出題です. 難しいと思うの

で,じっくりと手を動かしながら考えて下さい.いろいろ行事
等が重なってくるので,締切は 3月9日（金）とします.

前号は学年末考査前ということで, 記述解答の書き方に触
れました. 少しでも役に立ったのなら幸いなのですが….
数学に限らないと思うのですが, 文章を書くにはやはり訓

練が要ります. とにかく鉛筆やペンを持ってガンガン書いて
みて下さい.あと,自分の思考を助けるためにも図を書くこと
をオススメします.数学の記述解答においても,下手に言葉で
説明するよりも図（グラフとか）を書いておいたほうが読み

手にも伝わることが多いです.

学年末考査が終わって誤答ノートの提出などもあると思い

ますが, “出してしまえばいい”みたいに機械的な作業にしな
いで,次に活かせるような意義のある取り組みにして下さい.




